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１ 3点を通る放物線 

 

求める 2次関数の式を 

𝑓(𝑥) = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐  とおく 

𝑥 = 𝑥1 から 𝑥 = 𝑥2 のときの平均変化率は 

𝑓(𝑥2) − 𝑓(𝑥1)

𝑥2 − 𝑥1
= 𝑎(𝑥1 + 𝑥2) + 𝑏  ･･･※１  

同様に 

𝑥 = 𝑥2 から 𝑥 = 𝑥3 のときの平均変化率は 

𝑓(𝑥3) − 𝑓(𝑥2)

𝑥3 − 𝑥2
= 𝑎(𝑥2 + 𝑥3) + 𝑏 ･･･※2 

これらはそれぞれの時間帯での平均の速

さを表しています。 

 さて、ここで※1から※2の間での平均変化

率を考えると 

𝑎(𝑥2 + 𝑥3) − 𝑏{𝑎(𝑥1 + 𝑥2) + 𝑏}

𝑥3 − 𝑥1
= 𝑎  

となります。 

これを表にしてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

では、この方法で次の問題を解いてみま 

しょう。 

 

 

 

 

数が大きいので、普通に 3元連立一次方 

程式に持っていくのはイヤですね。 

＜ポイントとなる表＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜解答＞ 

𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑏𝑥 + 𝑐 とおく ※ 

  ∆2 から、𝑎 = 5 

  ∆ から、5(1 + 5) + 𝑏 = 26  

よって、𝑏 = −4 

※が(1 , 2) を通るので、 

  5 − 4 + 𝑐 = 2   

よって、𝑐 = 1  

以上より、 

 𝑦 = 5𝑥2 − 4𝑥 + 1    

 

あっさりと求まり、意味も納得！ 
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２ ２点を通る直線（賢治の公式） 

宮澤賢治は、大正 10年からほぼ 5年間、農

学校で数学を教えていたとされています。用

いていた教科書は、「高等数学講座」（高木貞

治他）だったようなのですが、その他に、「代

数的解析本論」「微分積分精義」（河野徳助）

などの本を勉強していたようです。 

以前、賢治記念館で賢治のノートを見たら、

そこには何と 20 種もの直線の方程式が記さ

れていました。 

賢治が自ら発見したものなのか、それとも

本から抜き出したものなのかわかりませんが

高度なものも見られました。 

私は、その時、筆記用具を持っていなかっ

たので、記念館で手帳とボールペンを速攻で

購入し、その場で全部の式を手帳に書き写し

ました（何とその後紛失！）。 

では、その中から、私が興味を持ったもの

を一つ紹介したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔12〕とあるので、第 12 番目の直線の方程

式ということでしょう。奇妙な形をした式な

のですが、一体この式にはどんな意味があ

るのでしょう。分かりやすいように、式を変形

してみましょう。 

 

※のように変形すると、意味が見えてきま

す。D(𝑥2 − 𝑥1 , 𝑦2 − 𝑦1) とおくと、 

AB⃗⃗⃗⃗  ⃗ = OD⃗⃗ ⃗⃗  ⃗  なので、※の左辺は△OCD の面

積、※の右辺は△OABの面積を表します。 

 

 

 

 

 

 

 

㊟ 実際は「符号付面積」 

 

 

 

ここで、Cは直線 AB上の任意の点なので

もう少しこの式を使いやすくするために、  

C(𝑥 , 𝑦) とし、Cを動点と見ることにしましょう。

すると、次のような式になります。 

 

 

 新しいタイプの「2点を通る直線の方程式

の公式」が出来上がりました。「賢治の公式」

と名づけておきます。 

では、具体例を解いてみましょう。 
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